
効果的なエッジ コンピューティング戦略を設計することで、
このような問題を解決できます。組織は、エッジにコンピュー
ティング能力を割り当て、データが作成される場所で直接、
インテリジェントなデータ分析をリアルタイムに実行できます。

デル・テクノロジーズのエッジ ソリューション担当シニア バイ
ス プレジデントGil Shneorsonは次のように述べています。 
「エッジ戦略を実施している組織では、生産性などのビジ
ネス上の成果について、すでに大幅な改善が見られます。 
企業はエッジ データから得られるリアルタイムのインサイト
にアクセスできるようになり、ほんの数年前には不可能だっ
たことが可能になりました。小売店舗では最新の『ジャスト 
ウォーク アウト』テクノロジーを導入することでチェックアウト
が不要になり、工場では製造システムを自動化することで 
安全装置の不適切な使用をプロアクティブに識別し、 
作業員のリスクをほぼゼロにしています。適切なエッジ 
戦略によってビジネスに変革を起こすことができるのです。」

リアルタイム データで不可能を可能に

エッジのデータを活用して 
飛躍的な進歩を遂げる︓

リーダー向けガイド

エッジで取得されたリアルタイム データを基に、さまざまな業界でカスタマー エクスペリエンスに変革が起こり、ビジネスの 
爆発的な成長につながっています。しかし、エッジでリアルタイム データを効果的に取得するには、いくつかの課題、  
特にスピード、スケール、セキュリティの問題を克服する必要があります。

スピード︓多くの場合、リアルタイム 
データが価値を持つのは長くても数
秒間で、その後は価値を失います。

スケール︓今やデータはかつてない
ほど多くの場所で生成され、変化
し続けるニーズに対応できるITイン
フラストラクチャが必要です。

セキュリティ︓安全でない場所に
大量のデータが存在し、その中には
個人情報や業務上の機密情報が
含まれる場合があります。

インサイトを引き出し、そのインサイトに数ミリ秒で対応す
るには、ほかの場所にデータを送って処理するのではなく、
その場でデータを分析してソートできるインフラストラクチャ
をエッジに配置する必要があります。これを実現するには、
組織はシンプルで統合されたアプローチでエッジから複雑さ
を排除する必要があります。

ただし、エッジ コンピューティングにはパラダイム シフトに 
簡単に対応できるITチームが必要です。エッジ コンピュー
ティングを導入するには、テクノロジー、人材、プロセスとい
う課題にまとめて対処する必要がありますが、間違いなく
取り組む価値はあります。この文書では、スピードが最も
重要な環境でデータを収益化するために、CIO（最高情
報責任者）が知っておくべきことを解説しています。



組織と人材を 
エッジに対応させる
データは砂のように大量に存在しますが、取得したデータ
を素早く活用すれば、データは金よりも価値を持ちます。
エッジ インフラストラクチャの導入は、データの増加につなが
ります。 大量のデータに価値を埋もれさせるのではなく価
値を引き出すには、そのための組織と計画が重要です。 

当社の飛躍的進歩に関する調査によれば、56%の社員
がハイパー コネクテッド化した世界に不安を感じています。
データの速さ、ボリューム、種類の多様さに圧倒されること
や退屈なデータ検出作業で士気が下がったり、人材が無
駄に投入されたりすることを懸念しています。
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40か国以上、10,500人の回答者を対象にしたDellの飛躍的進歩に関する調査で、 
エッジ コンピューティングに関してIT面での障壁と組織全体における障壁が明らかになりました。 

ハイパー分散型モデルに移行する
ための適切なスキルを備えた人
材がいないことが原因で、時代の 
流れに取り残される可能性がある
と考えているIT導入決定者の割合

新しいテクノロジーをサポートするた
めのプロセスへの対応が難しいこ
とが原因で、時代の流れに取り残
される可能性があると考えているIT
導入決定者の割合

ハイパー分散型モデルに移行する
ための適切なテクノロジーがない
ことが原因で、時代の流れに取り
残される可能性があると考えている 
回答者の割合

52% 51% 49%

こういった不安の中、データが存在するあらゆる場所で
データを管理、処理するための確固とした戦略の必要性
が高まっています。ただし、それと同時に人材の重要性も
見逃すことはできません。 

組織には、エッジ戦略を実装できる専門技術、変化を 
受け入れる意思、インサイトに基づいて行動できる斬新
なアイデアを持った人材が必要なのです。 

http://www.dell.com/breakthrough


ニーズに応じたタイムリーなインサイト︓
エッジでのリアルタイム データの解析と処
理で、組織はより素早い行動を取れるよ
うになります。迅速にインサイトを生成し、
最も効果的な場所でデータ管理、AI、分
析を行います。  また、AIとデータ分析に
最適化されたインフラストラクチャを選択
します。 

エッジのデータを収益化できる戦略を策定で
きるかどうかは、CIO（最高情報責任者）に
かかっています。以下の点をご確認ください。

エッジの膨大なメリットを活用した
お客様の事例︓Sentara 

組織が前進するには、エッジをシンプルにする、一貫性のあるアプローチが必要です。
以下に、そのための指針を挙げます。 

Q

データに基づいた革新的で持続可能な成果を組織にもたらす
ことができるエッジ計画があるか。

エッジをコアとクラウドに接続する方法。

多くのエッジ ロケーションの運用に伴う管理とデータの負担を 
減らす方法。

エッジの拡張に合わせた統合︓エッジで
データ分析機能を拡張するにあたって、
エッジ テクノロジーの基盤をモダナイズし
て、ハイブリッド クラウド アーキテクチャ、 
運用、管理を統合します。データの
作成、管理、運用のサイロ化を避け
ることができ、拡張が簡単になります。 

エッジにイントリンシック（内在的） 
セキュリティを導入︓アプリケーション、
データ、インフラストラクチャの分散化で、
攻撃対象領域が拡大し、運用上の非
効率性が生じます。その結果、従業員が
革新を起こす能力が阻害される可能性
があります。イントリンシック（内在的） 
セキュリティを備えた、信頼できる自動
化テクノロジーを環境全体で標準化し、 
信頼性、管理性、可視性を高めて、 
迅速にエッジを拡張できます。
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→
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スピード︓必要な場所でインサイトを
生成する

エッジでのリアルタイム データの解析と処理で、対応する
時間を短縮し、差別化された持続可能な成果を達成で
きるようになります。 

また、AIとデータ分析に最適化されたインフラストラクチャを
選択することで、シンプルさ、スピード、スケールのメリットを
活かし、データが存在するそれぞれの場所でデータの価値
を最大化できます。 

Duostech、エッジ処理を活用して走行中の貨物車両を
管理
Duostechでエッジ コンピューティング導入の際に重要だっ
たのは、スピードとシンプルさでした。鉄道に設置された検
査ポータルは、LiDAR、赤外線、視覚カメラで、高速で走
行する列車の貨物車両をスキャンします。
このシステムは、各車両の4つの側面すべての画像を撮影
し、オンサイトのサーバーにデータを転送してAIで分析しま
す。顧客は、データの取得後5分以内に分析結果を受け
取ることができます。エッジ処理がこのような迅速な処理を
可能にしています。 

Sentara、レスポンス タイムの短縮により患者の命を救う
医療においては、数秒、ときには数ミリ秒の差が非常に重
要になります。Sentaraは、レスポンス タイムを短縮して効
率を向上させ、迅速な意思決定を行えるようにエッジ処
理を採用しています。 

現在、サブミリ秒のレスポンス タイムを誇るインフラストラク
チャを構築し、ITの効率を向上させて何百万人もの患者の
命を救うために役立てています。たとえば、以前は15時間か
けていたレポート作成を、現在はわずか2時間で完了してい
ます。

製造工程にエッジ処理を採用し、欠陥を検出して社員を
保護
エッジは製造業にも変革を起こしています。革新的な製
造業者は、デバイス、センサー、組み立てラインなど工場
やサプライ チェーンのデータ ソースから送られてくる情報を
収集して分析し、即座に対応しています。 

すでに、リアルタイム データを取得して分析するコンピュー
ター ビジョン ソリューションは人間よりも速いペースで欠陥
を認識できます。
また、自動調整式の高精度ロボット アームが、人工知
能や機械学習アプリケーションに送られる品質データに基
づいたフィードバックから学習し、溶接作業と溶接品質の
チェックが改善されています。
自律型モバイル ロボットなどの「協働ロボット」がパーツや
アセンブリーを必要な場所に運びます。その結果、社員の
作業時間が短縮し、プロセス フローは改善され、肉体労
働と怪我のリスクが減少しました。
拡張現実テクノロジーを導入した先進的な企業では、 
実際の製造作業に影響を与えることなく、社員が安全な
仮想環境で新しい作業を観察しながら訓練しています。
こういった例は、製造業で安全性を飛躍的に高め、経済
性と生産性を向上させるためにエッジ コンピューティングが
発揮できる可能性の一端に過ぎません。 

エッジの価値を引き出すために、以下の点をご確認ください。Q

データの価値を最大化するために、AIをどのように活用するか。

データが必要とされる適切な場所でインサイトをどのように生成するか。

データが発生する場所でデータを収集する準備を行うにあたって、データ管理戦略をどのように見直す 
予定か。たとえば、パフォーマンス スタックを詳細に確認してデータの処理方法や使用方法を再構築し、
データ レイクを統合して、データ バックアップ方法を見直すなど。
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エッジを拡張する際の大きな障害の1つは複雑さ

たとえば、エッジでのデータ分析機能の拡張に合わせてIT
ソリューションと運用を拡大する戦略であれば、単一障害
点とサイロの排除に力を入れながら、副産物として全体
的なITフットプリントを削減できます。 

複数のエッジ ユース ケースを1つの最新テクノロジー基盤に
統合し、すべてのユース ケース、サイト、クラウドでデータの
価値を最大化できます。戦略の実例として、こちらをクリッ
クして、フランス郵政公社がコストを削減しながら処理能
力を拡大した事例をご覧ください。

多くのエッジ ソリューションは単一の問題を解決するように
設計され、複数のユース ケースに対応する拡張性を備え
ていないため、サイロ化が起こります。 

こうした複雑な環境では、ITチームに膨大な管理作業が
生じ、革新的な作業に割り当てるべき時間とエネルギー
がほとんど奪われることになります。当然、複雑さはさらな
る非効率を生みます。
このような事態は避けることができます。エッジ インフラス
トラクチャを導入した後で、新しい場所や新しいユース  
ケースに対応できるようにインフラストラクチャを拡張しなが
ら、同時に運用、データ ストア、インフラストラクチャを統合
できます。パートナー選びは重要です。必要な場所（施
設内、地域、世界規模）でニーズに対応でき、小規模
で始めながら、ワークロードの拡大に合わせて徐々に水平
展開できるエッジ基盤を構築する能力を持ったパートナー
と連携しましょう。

エッジを拡張する際は、以下の点をご確認ください。Q

エッジ ロケーションの管理の負担を減らすための、一貫性のあるアーキテクチャの計画と、インテリジェントな自動化の 
活用方法。

エッジ基盤の機能︓   

 • IT/OTの統合
 • エッジ アプリケーションのモダナイゼーション
 • エッジからクラウドまで網羅したデータ サービス

大きな温度変化、埃、湿気、物理的衝撃など、複数の物理的制約や環境的制約の下で、エッジのインフラストラクチャの
信頼性をどのように確保するか。

スケール︓エッジの拡張に 
合わせた統合
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現在、コネクテッド デバイスとコネクテッド アプリケーションの
普及が進み、今後さらに採用が広がることは確実です。 
しかし、アプリケーション、データ、インフラストラクチャが分
散化すると、悪意のある攻撃者にとっては攻撃対象領域
が広がります。 

飛躍的進歩に関する調査によれば、 

エッジには物理、運用、アプリケーション
という3つのセキュリティ層が存在します。
これら3つの層すべてを保護する戦略を
策定する場合、次の点についてご確認く
ださい。

エッジでは、サーバーやその他のITインフラストラク
チャが、ユーティリティー キャビネット内、デスクの下、
オンサイトの常駐ITスタッフがいない遠隔地に配置さ
れることが珍しくありません。エンドツーエンドのライフ
サイクル全体を通してインフラストラクチャとデバイス
をどのように管理し、権限のないユーザーからのアク
セスを防ぐか。 

運用レベルでは、エッジ環境には専任のITスタッフが
不在で、技術系でない人員がサーバーとデバイスの
導入とメンテナンスを行うことが多くあります。どのよう
にインフラストラクチャを運用して環境を保護するか。

データはアプリケーション レベルで広範囲に移動し
ます。外部接続ポイントを保護しながら、機能性を 
損ねることなく既知のリソースからのアプリケーション 
トラフィックのみを通過させるにはどうするか。

セキュリティ︓エッジにイントリンシック（内在的） 
セキュリティを導入 

のIT導入決定者が、攻撃対象領域の
拡大により、自社がサイバー攻撃に曝
される可能性があると考えています。72%

イントリンシック（内在的）セキュリティを備えた信頼でき
る自動化テクノロジーを、環境全体で標準の運用プラク
ティスにすることが非常に重要です。そのソリューションの一
環として、暗号化されたデータ トンネル、ファイアウォール、
ゼロ トラストのアクセス制御を使用し、運用環境を保護し
ます。また、ネットワーク層以上でアプリケーションを保護し
なければなりません。こうしたセキュリティ対策では、プロアク
ティブな脅威の検出とパッチの適用も行う必要があります。 
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エッジは、さまざまな業界で、データを実用的な価値に結び付けています。小売業では、エッジは 
店舗やモバイル デバイスで、取引が行われる場所です。製造業では、工場の組み立てラインで
す。医療では、救急車や診察室です。農業であれば、屋外の農場にエッジが存在することもありま
す。業界やエッジの場所を問わず、結論は同じです。つまり、スピードと正確性が非常に重要です。
デル・テクノロジーズは、エッジで独自のデータのメリットを発見できるよう全力で支援します。当社
は信頼できるエンドツーエンドのパートナーとして、エッジをシンプルにして、データから生成できる価
値を増やします。拡張性のあるインフラストラクチャとアプリケーションを、データが取得されてインテ
リジェントな活用のために加工される場所に近づけます。エッジを構築して運用し、効率を最大限
に高めて、レジリエンスとセキュリティを組み込めるようにサポートします。

詳細はdell.com/cioをご覧ください 

飛躍的進歩に関する調査の詳細は、dell.com/breakthroughをご覧ください
エッジをシンプルにする方法の詳細は、dell.com/edgeをご覧ください

エッジを活用した暮らし
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